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日
時
　
平
成
二
十
年
九
月
十
三
日（
土
）〜
十
五
日（
月
）

　
　
　
午
後
六
時
三
十
分
〜
午
後
九
時

場
所
　
首
里
城
公
園
御
庭
特
設
ス
テ
ー
ジ

入
場
　
無
料
（
但
し
、
イ
ベ
ン
ト
時
間
内
に
限
る
）

※編集会議では、首里地域の皆さまのホットな情報提供をお待ちしております
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う内容の充実に努めてまいります。
新しくなった首里かわらばんをどうぞ宜しくお願い致します。
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城
間
び
ん
が
た
を
訪
れ
て
目
を

引
く
の
が
、
工
房
を
守
る
よ
う
に

そ
び
え
立
つ
た
く
さ
ん
の
フ
ク

ギ
。

　
栄
喜
氏
は
、
戦
後
、
紅
型
復
興

の
再
起
を
誓
い
、
黄
色
の
染
料
と

な
る
フ
ク
ギ
の
種
を
蒔
く
こ
と
か

ら
始
め
た
と
言
い
ま
す
。
戦
争
で

道
具
や
材
料
、
資
料
の
多
く
を
失

い
、
米
軍
の
廃
品
か
ら
道
具
や
型

紙
、
染
め
生
地
を
作
り
、
記
憶
だ

け
を
頼
り
に
制
作
を
再
開
し
ま
し

た
。

「
生
活
が
苦
し
く
食
べ
る
だ
け
で
精
一
杯

で
、
ま
だ
十
二
、
三
歳
だ
っ
た
私
も
、
家

事
は
も
ち
ろ
ん
、
廃
品
収
集
か
ら
水
洗
い

の
準
備
、
薪
集
め
と
、
家
業
の
手
伝
い
は

何
で
も
や
り
ま
し
た
。
昔
は
、
こ
の
辺
り

の
カ
ー
の
水
は
と
て
も
き
れ
い
で
ね
。
沖

縄
の
日
照
り
を
受
け
た
湧
き
水
で
染
め
る

紅
型
は
、
と
て
も
色
鮮
や
か
に
感
じ
た
も

の
で
す
」
手
間
ひ
ま
を
惜
し
ま
ず
、
た
だ

ひ
た
す
ら
紅
型
制
作
に
明
け
暮
れ
る
父
の

傍
ら
で
、
栄
順
氏
は
紅
型
を
学
ん
で
い
き

ま
す
。

　
時
に
は
首
里
か
ら
安
謝
ま
で
歩
い
て
釣

り
に
行
く
こ
と
も
。
「
今
で
こ
そ
趣
味
の

釣
り
も
、
当
時
は
生
き
て
い
く
た
め
の
術

で
し
た
。
す
く
い
あ
げ
た
魚
の
色
の
美
し

さ
が
目
に
焼
き
付
い
て
離
れ
な
か
っ
た
」

沖
縄
の
海
や
魚
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
新
た

な
図
案
と
し
て
取
入
れ
た
栄
喜
氏
同
様
、

栄
順
氏
の
作
品
に
海
の
素
材
が
多
い
の
も

当
時
の
印
象
が
強
い
と
言
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
栄
喜
氏
は
画
家
の
有
志
ら
と

共
に
琉
球
紅
型
技
術
保
存
会
を
設
立
し
、

本
格
的
な
復
興
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
伝
統
工
芸
を
継
い
で
い
く
に
は
、
後
継

者
を
育
て
、
商
品
と
し
て
の
価
値
を
高
め

な
け
れ
ば
過
去
の
衰
退
を
繰
り
返
し
て
し

ま
う
。
栄
順
氏
は
、
伝
統
的
な
技
法
を
守

紅型の全行程を一貫して行える工房の幅は約16m。
一反の布を広げて作業が出来る。

り
つ
つ
、
時
代
に
合
わ
せ
た
新
た
な
制
作

活
動
へ
も
積
極
的
で
す
。

「
和
装
と
し
て
の
紅
型
を
作
る
た
め
京
都

へ
も
足
を
運
び
ま
し
た
。
寸
法
の
取
り
方

や
柄
合
わ
せ
な
ど
を
細
か
く
研
究
す
る
た

め
で
す
」
顔
料
の
研
究
に
も
意
欲
的
に
取

組
み
、
よ
り
強
い
定
着
力
を
維
持
す
る
手

法
も
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
工
房

内
で
多
く
の
職
人
を
育
て
る
傍
ら
、
県
立

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
も
務
め
後
継
者
育

成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
染
料
と
し
て
フ
ク
ギ
が
使
用
で
き
る
の

は
、
樹
齢
百
年
以
上
の
老
木
に
な
っ
て
か

ら
。
栄
喜
氏
が
蒔
い
た
種
は
、
栄
順
氏
に

よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

城間栄順さん

城
間
び
ん
が
た
工
房

十
五
代
目

城
間 

栄
順 

さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
首
里
高
校
染
織
デ
ザ
イ
ン
科
は
、
沖

縄
の
伝
統
的
な
染
織
工
芸
の
伝
習
を
目

的
に
昭
和
三
十
三
年
首
里
高
校
工
芸
科

と
し
て
設
置
さ
れ
、
復
帰
と
同
時
に
現

在
の
科
名
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
専
門

的
な
学
習
内
容
は
内
外
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
、
数
多
く
の
優
秀
な
卒
業
生
も

輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
、
開
設
五
〇
年
を
迎
え
た
同
校

で
は
、
よ
り
多
く
の
後
輩
達
に
教
育
課

程
や
学
習
内
容
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
去
っ
た
七
月
二
十
八
日
に
初
の
体

験
入
学
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
予

定
を
大
幅
に
上
回
る
中
学
生
が
参
加

し
、
紅
型
の
色
差
し
や
、
織
り
を
体
験

し
ま
し
た
。
手
仕
事
が
見
直
さ
れ
は
じ

め
た
今
、
染
織
を
本
格
的
に
学
び
た
い

と
言
う
中
学
生
の
眼
差
し
は
真
剣
そ
の

も
の
で
し
た
。

　
首
里
琉
染
は
、昭
和
四
十
八
年
、沖
縄

の
染
色
文
化
の
発
展
を
目
的
と
し
た
草

木
染
研
究
所
と
し
て
染
人
・
山
岡
古
都
氏

が
創
立
し
た
工
房
で
す
。

　
紅
型
の
染
色
の
質
の
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
た
経
緯
か
ら
、NH

K
大
河
ド
ラ
マ

「
琉
球
の
風
」や「
炎
立
つ
」の
衣
装
提
供

を
は
じ
め
、沖
縄
の
古
式
行
列「
御
新
下

り（
ウ
ヮ
ー
ラ
ウ
リ
）」、「
冊
封
使（
中
国

の
使
節
団
）」の
衣
装
制
作
も
行
い
ま
し

た
。

　
サ
ン
ゴ
の
模
様
を
活
か
し
、赤
、黄
、

青
、紫
の
四
色
で
拓
本
技
法
に
よ
り
染
め

る「
サ
ン
ゴ
染
め
」は
、そ
の
独
特
の
文
様

や
優
し
い
色
使
い
が
高
く
評
価
さ
れ
、沖

縄
県
の
優
良
県
産
品
と
し
て
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
工
房
で
は
、紅
型
制
作
の
見
学
や
サ
ン

ゴ
染
め
体
験（
要
予
約
）も
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
復
元
さ
れ
た
首
里
城
内
書
院
・
鎖

之
間
の
庭
園
復
元
工
事
が
終
わ
り
、八
月

一
日
か
ら
一
般
公
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
書
院
は
国
王
が
日
常
の
執
務
を
行
っ

た
建
物
で
あ
り
、中
国
か
ら
の
冊
封
使
や

薩
摩
役
人
を
接
待
し
た
施
設
。鎖
之
間
は

王
子
な
ど
の
控
所
で
あ
り
、ま
た
諸
役
の

者
た
ち
を
招
き
懇
談
す
る
施
設
だ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
庭
園
は
書
院
・
鎖
之
間
と
一
体
を
な
す

重
要
な
も
の
で
、城
内
唯
一
の
本
格
的
な

庭
園
で
す
。沖
縄
県
内
の
グ
ス
ク
の
中
で

庭
園
が
確
認
さ
れ
た
の
は
首
里
城
の
み

で
、琉
球
石
灰
岩
を
た
く
み
に
利
用
し
た

造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
首
里
城
を
見
学
す
る
時
に
は
、ぜ
ひ
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

首里琉染 那覇市首里山川町1-54 
電話(098)886-1131

一般公開された「書院・鎖之間庭園」

◆平成 20年度「十五夜獅子舞」（汀良町）
　９月１３日（土）
　ウ願　１１：００（ウ願ヌ毛）マチマーイ１２：００（町内各地）
　十五夜獅子舞１９：００（自治ふれあい館前広場）
　お問合せ：十五夜獅子舞保存会 (儀間常公：８８４-２０８１)
◆ 首里公民館・平成 20年度那覇市首里公民館主催家庭教育学級
　（県民カレッジ連携講座）
　『正しい「食」の知識を学ぼう』開級のお知らせ
　9/12～10/10、5回実施　（首里公民館：891-3445）
◆ 首里城祭
　10/24（金）～11/3（月）　

◆那覇市歴史博物館
　企画展「比嘉清眞写真展～ハジチのある風景～」
　会期：8/15( 金 ) ～ 10/1( 水 )
◆沖縄県立博物館・美術館
　展覧会「しまくとぅば～未来へつなぐアート展」
　会期：9/9（火）～10/5（日）
　場所：沖縄県立博物館・美術館企画ギャラリー 1・2
◆沖縄県公文書館
　講演会「グスクから語る沖縄経済社会」（入場無料）
　10/22（水）18：30～20：00　（講師：北原秋一）
　場所：沖縄県公文書館　講堂

　
鮮
や
か
な
色
彩
と
独
特
の
文
様
が
特
徴

の
沖
縄
を
代
表
す
る
染
物「
紅
型
」。

　
沖
縄
戦
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
伝
統
の

復
興
に
尽
力
し
た
父
・
城
間
栄
喜
氏
に
ま

つ
わ
る
お
話
や
現
在
の
制
作
活
動
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。

城
間
び
ん
が
た
工
房

　
　

那
覇
市
首
里
山
川
町
一
ー
一
一
三

　
　

電
話　

○
九
八
ー
八
八
五
ー
九
七
六
一

▲在校生の指導のもと、
エコバックに紅型の色
差しを体験。

機織りも体験▶

技
の
伝
承
と
技
術
革
新
、

後
継
者
育
成
に
尽
く
す

沖
縄
の
染
織
工
芸
を
指
導
し
て
五
〇
年

「
首
里
高
校
染
織
デ
ザ
イ
ン
科
」

紅
型
と
サ
ン
ゴ
染
め
の
工
房

「
首
里
琉
染
」

首
里
城
公
園

「
書
院・鎖
之
間
庭
園
」を
復
元

協力機関行事案内 首里地区の行事・イベント情報

フ
ク
ギ
と
と
も
に
受
け
継
が
れ
る
紅
型


